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5万分の1地質図幅の新刊
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岳･火ノ岳火山群海上にはいくつもの火山島が散在し富

江は平坦次溶岩台地である.

この火山岩地域を鬼岳･火ノ岳地区･島換地区･富江の3地

区に分けている.｢福江岩｣と呼称され3型に分けられ

た溶岩流も増田･大浜溶岩と区別してある.またこの

地域には山頂に火口地形を残した大小の噴石丘が多く見ら

れ地質見学には恰好の場と考えられる.鬼岳･火ノ岳火

山地域は露頭状件がよく荏いが火山噴出物についてもう

少し詳しく分類ができれモ払かった.

･富江は五島列島の南端福江島の南東域で長崎から船で3時

間余長崎空港から35分である.五島サンゴの産地で有名

であったが現在でもその加工技術は残されている.福江

港に近づく船上から眺める噴石丘地形は美しい.

･福江島は主として中新世の五島層群で構成されておりその

岩質･地質構造については今後の研究に残される点があるカミ

地質図では岩相で区分している.島の東西両地域には第

四紀の火山地域淋ある.その岩質は玄武岩で陸地には鬼

･五島層灘および花開斑岩の分布地域には明治･大正時代か

らアルミナ資源として採鉱されていたろう石鉱床が点在し

ている.中でも五島鉱山･田尾鉱山の2鉱山が現在でも採

掘出鉱している.戦中は軍部に接収されていた.鉱床

は五島層群に貫入する花開斑岩による熱水性交代鉱床でダ

イアスポア･クレｰ用ろう石等の鉱石カミ坑内･露天掘で採鉱

されている.ダイアスポア鉱床として国内では有名であ

り鉱床学的にも興味カミもたれる.
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